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福山 清蔵（東京いのちの電話）
                     

いのちの電話で人々と向き合う際の基本について簡
単に述べさせていただきます。約100 年前に起きた「タ
イタニック号」の悲劇は世界中の人々が知っているこ
とです。そして、じつはこの海難事故の背後にいくつ
もの残念な行き違いがあったことが事故調査委員会に
よって明らかにされています。 

タイタニック号は当時としては最新の設備を備えた
豪華客船で、イギリス（サザンプトン）からアメリカ
（ニューヨーク）にわたる処女航海でした。この未曾
有の海難事故の前には、その近くを航行していた「カ
ルフォルニアン号」から都合7 回もタイタニック号に
「氷山注意」の警告無線が発信されていました。しか
し、タイタニック号の無線室はアメリカ大陸に近づい
たため大量の電報の処理に追われていたので、7 本目
の受信途中にその煩わしさから無線を切ってしまった
のです。そこで怒ったカリフォルニアン号も無線を切
ってしまいました。そのため、いざ、タイタニック号
から「SOS」が発せられた時にカリフォルニアン号は
それを受けることができませんでした。 

一方、比較的近くを航行中の「マウント・テンプル
号」はタイタニック号のその救助信号を受信して救助
に向かいかけました。しかし、氷山衝突を怖れたため
エンジンを切り、明かりを消して「いないふり」を決
め込みました。結果、107km離れた「カルパチア号」
が現場に到着したのは沈没から２時間後になりまし
た。その分、被害が増加したのです。（1912 年4 月14
日、死亡者1517 人と推定） 
 私達はいつ助けが求められてもよいように「電話」
の前で待機していることが求められています。助けを
求めている人に目を向けること、それを使命として設
立されたのですから、「良い対話」「正しい理解」「適
切な応答」の前にまず、いつでも、誰からであっても
電話を受けるという覚悟と心身の準備がなりよりも大
切なのです。 

子どもを亡くして4 年もの間嘆き、苦しみ、悶え悲
しんでいた母親がいます。この方は遺骨を墓に埋葬す
ることもなく未だに手元に置いたままで毎日閉じこも
っているのです。この母親は、周りの家族や友人たち
から「もう、4 年も経ったのだから、亡くなった子ど
ものことはいい加減に忘れなさい」「いつまでも悲し
んでいると亡くなった子どもが成仏できない」「早く
自分の生活を取り戻してほしい」と言われ続けていま
した。しかし、この方は『死んだ子どものことを想う
と、今でもこの胸はキリキリと痛みます。だけど、私
はこの痛みがなくなるほうがもっと辛いのです』と語
るのです。  
 この言葉を聴いた瞬間、私の心は深い後悔で溢れま
した。なぜなら、私もこの方の周りの人々のように「も
うそろそろ、悲しみから立ち上がってほしい」「もう
そろそろ自分を取り戻してほしい」と思っていたので
す。そして、どうしてこの人が悲しむための時間の長
さを私が決めたがっているのだろうか。さらに、悲し
みや苦しみは早く無くした方がよいとも決めつけてい
たのです。当時の私は素晴らしいカウンセラーとは、
悲しみや苦しみをできるだけ「早く、軽く、小さく」
することに熟練している人だと考えていましたし、自
分もそのようになりたいと願っていたことに思い至り
ます。 
 もちろん、人の悲しみや苦しみがいつまでも続いて
いてほしいとは思いませんが、今まで私がカウンセリ
ングで目指していたのは、無理矢理人から悲しみや苦
しみを奪い取ってしまい、却ってこの母親のように追
い詰めていたのかもしれない。そうであれば苦しむ人
を助けているつもりで、反対にどれだけ多くの人々を
苦しめてきたのかと言うことなのです。その人の歩く
速さで一緒に歩いていけるといいのですが、なかなか
これが難しいですね。 

助けを求めている人に向き合うこと            

　あおもりいのちの電話のために、ご支援をいただいた方々は次の通りです。

　資金ボランティアとしてあおもりいのちの電話相談活動をお支え下さり、心から感謝申し上げます。

赤 石 純 子 一 戸 和 子 工 藤 範 子 下 山 秀 子 對 馬 智 恵 子 藤 林 百 合 子
阿 部 信 子 今 井 克 子 小 山 真 貴 子 神 崇 子 對 馬 優 子 藤 原 留 理 子
阿 部 三 枝 子 岩 谷 和 子 今 野 あ け み 鈴 木 和 佳 子 中 村 妙 子 村 上 修
新 屋 敷 慶 子 牛 山 敬 齊 藤 朝 子 外 川 志 津 子 奈 良 晶 山 田 満 里 子
今 谷 孝 子 長 内 妙 子 齋 藤 稔 高 野 節 子 奈 良 浩 横 山 キ ミ
石 川 敞 一 小 田 桐 静 子 斉 藤 渉 武 田 麗 子 長 谷 川 之 子 吉 田 智 子
石 川 康 小 野 幸 子 佐 藤 知 恵 竹 ヶ 原 や す し 馬 場 加 代 子 匿 名 2 名
石 澤 誠 工 藤 純 子 柴 田 賢 田 中 真 浜 部 友 紀
石 戸 谷 正 子 工 藤 智 子 柴 田 祥 子 谷 川 む つ 子 藤 林 正 雄

安 保 静 子 蝦 名 文 枝 加 賀 田 ま き 子 齋 藤 る り 子 津 田 敏 夫 宮 本 曉 子
石 岡 昭 大 塚 恵 子 片 桐 清 一 佐 々 木 こ ず え 戸 川 克 己 八 木 橋 勇 治
石 川 敞 一 大 平 絢 子 金 子 宏 彦 サ ノ カ ツ ト シ 外 崎 温 子 吉 田 孝 子
石 川 康 小 笠 原 和 子 木 村 幸 子 神 馬 裕 司 成 田 紹 子 吉 田 智 子
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　　　　あおもりいのちの電話は、相談電話、相談員養成費、広報活動費、センター管理費等で、年間550万円が

　　　必要です。皆様の温かいご理解とご支援で活動していますので、ご協力をよろしくお願いいたします。

　　　　（個　人）A:1万2千円　B:1万円　C:5千円　D:3千円

　　　　（団　体）A:10万円　　B:5万円　C:3万円　D:1万円　

　　　　①郵便振替　　　　　　　　０２３００-２-３７６１　　特定非営利活動法人あおもりいのちの電話

　　　　②みちのく銀行　弘前営業部　（普）２００９９１４　　特定非営利活動法人あおもりいのちの電話　

☆　賛助会員（団体）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2015年年7月16日～2015年12月31日　（敬称略／順不同）

☆　正会員（個人）

☆　賛助会員（個人）

日 本 基 督 教 団 弘 前 西 教 会 十 和 田 済 誠 会 病 院 大 津 医 院
日 本 基 督 教 団 青 森 松 原 教 会 ㈱ 大 川 地 建 ㈲ き ら ら メ デ ィ カ ル
日 本 基 督 教 団 大 三 沢 教 会 松 平 病 院 マ エ ダ 調 剤 薬 局
弘 果 弘 前 中 央 青 果 津 田 医 院 和 幸 園

白 鴎 会 ㈱ ア ッ プ ル ケ ミ ス ト サ ム エ ル ・ ダ ビ テ 保 育 園
沼 田 法 律 事 務 所 ㈱ ゆ と り 工 房

資金ボランティアとして皆様のご支援を！

　　☆　正会員　
　　　（個　人）年間　1万2千円

　　☆　賛助会員　　

㈱ ス コ ー レ 佐 和 家 ㈱ か さ い

　　◇振込先

「いのちの電話」統一番号 ０５７０-７８３－５５６ (毎日１０時～２２時)

温かいご支援をありがとうございます

　　　　　　　特定非営利活動法人あおもりいのちの電話
　　　　　　　　〒036-8691 　　青森県弘前郵便局私書箱29号 　　　　発行日　　2016年1月20日

　　　　　　　　事務局　　T E L　0172-38-4343 　　　　発行人　　石川　敞一
　　　　　FAX　0172-38-5355　　 　　　　編　集　　事務局



            
肯定されたいことの光と陰 
                                                       

根本 俊雄（NPO 法人 サンネット青森） 

                                                 
 

もう40 年以上前。仲の良い先輩が「就職を決めた」
と話しかけてきました。「船舶のハッチ製造の会社の
経理に就職することにした」というのです。そこまで
は何の問題もありません。問題は、ぼくの心のリアク
ションです。「船のハッチだけつくる会社！ その会
社の経理！ ああ、なんてことだ」。めまいを感じ、
なぜか心が動揺したのです。 

それまでのぼくは、このような「船舶竣工→ハッチ
製造→経理事務」という〈社会のつながり〉について、
爪の先ほども考えたことがありませんでした。不意を
突かれました。「社会とはそんなに複雑に、細分化し
ているのか。ならばぼくはその社会でどう生きていく
のだろう…」。そんな不安が21 歳のぼくを襲いました。 

心象風景的に描くとこのようになります。小学生く
らいのぼくが、裏の空き地で友だちと二人でビー玉遊
びをしている。ふと気になって後ろを振り向くと、そ
こは見たこともない大きなビル群の巨大都市。ビック
リして友だちに目を向けると、背広を着てカバンを下
げた大人になっていた。大人の友だちはこれからあの
ビルの片隅にある会社に行くという。そして、ぼくと
ビー玉が残された。その頃、ぼくは子どもの世界と大
人の社会の境に立っていたのです。 

このことから仕事について真面目に考えるようにな
ります。やがて福祉関係の仕事を選び、現場で右往左
往し、たくさんの人に世話になり、自分の道を探して
きました。いまになって思えば、あの訳の分からない
驚きは、自分探しのスタート、それなりの「青年期の
危機」だったのです。 

さて、なぜ、こんなことを書いたのかというと、最
近、ある福祉関係の知人から若い当事者のことを聞い
て、ひょっとすると最近の若い人のなかには、ぼくと
は異質の「危機」を体験している人がいるのかもしれ
ない、と思ったからです。彼はこんなことを話してく
れました。 

―ある若い女性から「私は肯定されたいんです」と
真面目に相談された。「ただ私の言うことを受け止め
て、肯定してほしいんです。だからカウンセリングを
どこかで受けたいんです」。ずいぶん身勝手な欲求の
ように聞こえたけど、まだ女の子と言っていいような
年頃の彼女は、いじめで傷ついた体験があり、それも
あって精神科に通っている。確かにもっと「肯定」さ
れることが必要だと思うんだ。彼女は思いをようやく
話せたという感じかな。ただ、心理学者じゃないから
わからないけど、肯定されることが目的のカウンセリ
ングでは、依存してしまわないかな…。とはいっても、
肯定されるだけの人間関係なんかないし。どうしたも
のだろう…―と。 

ぼくは彼女の心象風景を想像しました。小さな女の
子になった彼女がリカちゃん人形で遊びます。リカち
ゃんのお家にはデザイナーのお母さんがいて、フラン
ス人のお父さんがいて、姉妹がいます。学校や近所に
は友だちやボーイフレンドがいて、自家用車も別荘も
スマホもあります…。ふと気になって、振り返った彼
女は、夕暮れの迫る現実の家の中、ひとりぼっちに気
づく。お母さんがいない！ さみしさが一気に押し寄
せる。 

かつてのぼくは〈社会のつながり〉を求めましたが、
彼女の場合は〈心のつながり〉を探す旅になるかもし
れません。きっと、現実のなかの「こっちだよ」「そ
れでいいんだよ」という「声」を頼りに、彼女はあち

肯「。うょしでのるいてっ思といたみてけ開を扉のちこ
定」が新しい世界へのいざないになるといいのです。
勇気を奮ってあちこちの戸を開け、最後に、台所でト
ントンと夕餉の支度をしているお母さんを見つけるか
もしれません。もともとそこにいたお母さんを見つけ
るために、長い旅をしたことになるかもしれませんが、
それも必要な旅なのではないでしょうか。 

相談電話 ０１７２－３３－７８３０（毎日12：00～21：00） 

弘果弘前中央青果㈱ 

代表取締役 大中 忠  
弘前市末広 1-2-1 

TEL 0172-27-5511 

 

          公開講座のご案内 
「あした、笑顔になれ…夜回り先生、いのちの授業」 

◇講師 水谷修氏 （上智大学非常勤講師、花園大学客員教授 

        TBS「白熱ライブ ビビット」レギュラーコメンテーター） 

◇日 時  20１６年３月１２日（土）  14:00〜15:30 

◇会 場  弘前市民文化交流館（ヒロロ４F） 

◇定 員  150 名（先着順）入場無料 ※定員になり次第、締め切りとさせていただきます。 

◇申込み先 あおもりいのちの電話事務局 FAX でお申込みください。  FAX 0172－38－5355 

 

あおもりいのちの電話を応援しています
                       賛助会費とは別にご寄附いただきました。

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㈱日善電気 
 代表取締役 相馬祐次

弘前市藤野 1-7-6 
TEL 0172-36-1515 

ミカミ歯科 
院長 三上弘之  
弘前市駅前 1-1-5 

TEL 0172-33-5400

㈱大川地建 
代表取締役 大川　誠 
弘前市城東 4-4-4 

TEL 0172-29-7796 

藤代健生病院 
院長 関谷　修 
弘前市藤代 2-12-1 

TEL 0172-36-5181

㈱スコーレ 
代表取締役 大中　廣 

F弘前市駅前 3-15-5 駅前ビル３  

TEL 0172-37-5751 

こひつじ保育園 
園長 吉田孝子  
弘前市楢木用田 185-1 

TEL 0172-98-2601 

津田医院 
院長 津田敏夫  
弘前市桔梗野 4-7-4 

TEL 0172-36-2612 

やぎはし腎・泌尿器科医院
院長 八木橋勇治  
弘前市笹森町 39-1 

TEL 0172-38-5533 

岡本内科医院 
院長 岡本勝博 
弘前市松森町 124 

TEL 0172-37-5811 

石沢内科胃腸科 
院長 石澤 誠  
弘前市新町 151 

TEL 0172-34-3252 

（社福）オリーブ会 
理事長 石澤 誠  
弘前市鷹匠町 16-1 

TEL 0172-39-2200 

 

第 23 期生 電話相談員新人養成講座 

新人養成講座の研修は 2016 年 5 月下旬から始まります。 

☆詳細は 3 月頃にご案内できますので、事務局にお問い合わせください。 

◇あおもりいのちの電話事務局 月曜日〜金曜日：午後 1 時半〜4 時半 

                 TEL 0172-38-4343 FAX 0172-38-5355 

☆HP でもご覧になれます。http://www.inochi-a.net/ 
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ス人のお父さんがいて、姉妹がいます。学校や近所に
は友だちやボーイフレンドがいて、自家用車も別荘も
スマホもあります…。ふと気になって、振り返った彼
女は、夕暮れの迫る現実の家の中、ひとりぼっちに気
づく。お母さんがいない！ さみしさが一気に押し寄
せる。 

かつてのぼくは〈社会のつながり〉を求めましたが、
彼女の場合は〈心のつながり〉を探す旅になるかもし
れません。きっと、現実のなかの「こっちだよ」「そ
れでいいんだよ」という「声」を頼りに、彼女はあち

肯「。うょしでのるいてっ思といたみてけ開を扉のちこ
定」が新しい世界へのいざないになるといいのです。
勇気を奮ってあちこちの戸を開け、最後に、台所でト
ントンと夕餉の支度をしているお母さんを見つけるか
もしれません。もともとそこにいたお母さんを見つけ
るために、長い旅をしたことになるかもしれませんが、
それも必要な旅なのではないでしょうか。 

相談電話 ０１７２－３３－７８３０（毎日12：00～21：00） 

弘果弘前中央青果㈱ 

代表取締役 大中 忠  
弘前市末広 1-2-1 

TEL 0172-27-5511 

 

          公開講座のご案内 
「あした、笑顔になれ…夜回り先生、いのちの授業」 

◇講師 水谷修氏 （上智大学非常勤講師、花園大学客員教授 

        TBS「白熱ライブ ビビット」レギュラーコメンテーター） 

◇日 時  20１６年３月１２日（土）  14:00〜15:30 

◇会 場  弘前市民文化交流館（ヒロロ４F） 

◇定 員  150 名（先着順）入場無料 ※定員になり次第、締め切りとさせていただきます。 

◇申込み先 あおもりいのちの電話事務局 FAX でお申込みください。  FAX 0172－38－5355 

 

あおもりいのちの電話を応援しています
                       賛助会費とは別にご寄附いただきました。

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㈱日善電気 
 代表取締役 相馬祐次

弘前市藤野 1-7-6 
TEL 0172-36-1515 

ミカミ歯科 
院長 三上弘之  
弘前市駅前 1-1-5 

TEL 0172-33-5400

㈱大川地建 
代表取締役 大川　誠 
弘前市城東 4-4-4 

TEL 0172-29-7796 

藤代健生病院 
院長 関谷　修 
弘前市藤代 2-12-1 

TEL 0172-36-5181

㈱スコーレ 
代表取締役 大中　廣 

F弘前市駅前 3-15-5 駅前ビル３  

TEL 0172-37-5751 

こひつじ保育園 
園長 吉田孝子  
弘前市楢木用田 185-1 

TEL 0172-98-2601 

津田医院 
院長 津田敏夫  
弘前市桔梗野 4-7-4 

TEL 0172-36-2612 

やぎはし腎・泌尿器科医院
院長 八木橋勇治  
弘前市笹森町 39-1 

TEL 0172-38-5533 

岡本内科医院 
院長 岡本勝博 
弘前市松森町 124 

TEL 0172-37-5811 

石沢内科胃腸科 
院長 石澤 誠  
弘前市新町 151 

TEL 0172-34-3252 

（社福）オリーブ会 
理事長 石澤 誠  
弘前市鷹匠町 16-1 

TEL 0172-39-2200 

 

第 23 期生 電話相談員新人養成講座 

新人養成講座の研修は 2016 年 5 月下旬から始まります。 

☆詳細は 3 月頃にご案内できますので、事務局にお問い合わせください。 

◇あおもりいのちの電話事務局 月曜日〜金曜日：午後 1 時半〜4 時半 

                 TEL 0172-38-4343 FAX 0172-38-5355 

☆HP でもご覧になれます。http://www.inochi-a.net/ 
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